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在
支
外
人
の
開
設
し
た
る
工
場 

年
の
計
算
に
し
て
、
此
外
、
最
近
八
年
間
奴
於
け

6
外

，
 

馬
關
條
約
訂
立
さ

n

-r
ょ
な
♦後
、
外
人
が
支
别
に
設|

商
の
工
場
增
設
せ
ら
れ
た
る
も
の
亦
必
す
や
多
か
る
可 

立
し
た

4
工
場
は
逐
年
增
加
じ

"
民
國
ニ
年
郛
數
已

u
::
.:
し
。
惜
む
ら
く
は
詳
細
：の
統
針
の
參
考
に
供
す
可
き
も 

百
六
十
六
個
に
達
し
た

>
。
十
八
年

:̂
の
進
步

:̂
の

如

の

無

き

な

0
。

く
速
か
な
る
、」

驚
く
可
し
矣
1

左
記
第
十
四
表
は
：『

最

.

I

.'
歐
洲
戰
爭
中
に
は
、
日
本
人
が
山
東

"天
津
、
上
海
等 

近
支
那
經
濟』

に
從
つ
て
摘
錄
，せ
ぅ
。1
尤
も
民
®

一一 

に
增
設
し
た
る
工
場
甚
だ
多
く
、
靑
島

.の
獨

.
逸

人

工

場

.
第
十
八
卷

:(

八
六
三)

.
，
；
雜

錄

友

那

工

業

の

现

狀

に

就

て

 

雜

六

號
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九



桀

十

八

饴(

八
六
四
}

雜

_
錄
交
娜
ェ
槳
の
：現
狀
に
就
て

笫
六
號

5

0

II

は
幾V
全
く
日
本
人
の
佔
有
す
る
所
^
な
b
た
り 

に
靑
岛
及
山
來
の
日
本
人
エ
場
に
就
て
論
す
る
も
"
其 

數
已
化
西
三
十
九
に
し
て
資
本
皆
極
め
て
雄
厚
な
ぅ
。
 

今
膠
濟
鐵
路
の
質
戾
し
に
期
あ
り
、
靑
島
將
に
復
た
我 

が
有
た
ら
んw

す
。
然
か
も
經
濟
勢
力
は
恐
ら
く
日
本 

人
の
終
ひ
に
劫
留
す
る
所
た
^
を
免
れ
：ざ
る
可
く
、;

之 

れ
张
國
人
の
食
に
早
く
之
が
爲
：め
：に
計
る
可
さ
所
の
も
 

の
f

o

:

一
九
一
一
，一
年
H
乃
^
遠
朿
時
報
は
0
1本
治
下 

の
山
诳
に
於
け
る
外
支
丁
；埸
の
詳
，細
な
る
調
査
を
載
せ 

た
b
し
が
、

S

Uれ
ょ
れ
ば
日
本
エ
埸
W
三
十
九
、
支 

别
エ
*
九
十
三
、
米
人
工
場
.一
一
な
^V。：

他
處
の
日
本
人 

H

場
は
確
數
な
し
ざ
雖
も
、
紡
績
工
場
の
一
项
に
就
て 

，言
ぶ
に
、
上
海
に
は
日
本
人
エ
場
11

十
二
あ
り
、
靑
島
に| 

:1:11C

上
.述
0,
^
場
數
に
包
括
せ
ら
る)

、
,;
:
天
律
、
：漢
ロ
等 

k

g
あ
:̂
て
、
總
數
は
實
に
ニ
十
九
個
な
り

(

民
國
九 

年
、
：.：

_

商

紗

廠

聯

 <
：：

會
0
中
8|
紗

廠
一
覽
表
に
鬼
ゅ
^
 

K
國
一1

尔
度
に
外
人
の
荷
し
た
る
紡
績
工
場
は
十
家
に

過
ぎ
h

b
し
が
、今
、
日
本
.人
竟
に
獨
り
.一
一
十
九
家
を
有
. 

す
、
他
種
1
業
に
於
け
る
日
本
人
の
發
展
亦
必
中
甚
大 

な
る
や
推
し
て
知
る
可
し
。
吾
人
苟
く
も
自
ら
奮
作
せ 

中

ん
ば
、
他
國
資
本
家
の
勢
力
將
に
關
中
に
滿
佈
し
、 

政
權
宋
た
失
は
れ
す
し
て
、
先
づ
經
濟
奴
練
た
ら
ん 

(

第
十
四
表〕

在
支
外
人
の
工
場

0
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品
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(

七)
重
要
.品

の

輸

出

入
統
許 

::
fr
出

入
統

B1
に
し
て
十
中
九
ま
で
工
業
ミ
關
係
を
有 

,す
る
«

蓋
し
:r
業

原

料
^

る
に
非
ず
し
て
即
ち
ェ
1

製
造
品
ぞ
爲
す
。
而
し
て
輸
出
た
る
ビ
輸
入
れ
る
皮
に 

論
な
く
、
均
し
く
ー
國
の
工
業
®
衰
の
狀
況
を
見
る
に 

足
令
な
b

o
茲
に
は

僅
に
最
重
要
な
る
も
の
四
補
を

擇

ら
び
て
之
を
言
は
ん
。
 

.

.

.

.

.

.

第

一

、
，
機
械
0
輸
入(

激
ニ
圖
參
看)

」

光
緖
十一

ニ
年
よ
り
始
么
り
て」

民
國
九
部
に
至
る
ブ
一
十 

四
年
間
を
通
覽
す
れ
ば
.
其
趨
勢
は
極
め
て
工
業
時
期 

の
變

遷
を
表
現
す
る
に
足
る
。
，
.十
三
年
よ
り
ニ
十
年
に 

至
る
時
期
は
宫
督
扁
辨
時
期
に
し
て
"
本
均
®
入
额
も 

亦
最
も
低
く
し
。
ニ
十T

牟
馬
關
條
約
成
彡
て
外
人
企 

.業
時
期
に
入
る
や
、
略
ぼ
高
く 

>hl
十
八
年
聯
合
軍
入
：
 

京
の
影
響
を
受
け
て
大
に
降
れ
り
。
一
一
十
九
年
よ
6
宣 

統
三
哗
に
至
6
て
は
政
府
獎
_
の
.時

期

に

し

て

、

繼

.い 

て
提
く
增
高
し
"
民
圓
元
：年
，に
.至
り
て
革
命
の
一
影
響
R

年
以
後
歐
洲
戰
爭
終
を
吿
げ
れ
る
に
ょ
り
、
三
年
間
に 

於
て
®

彡
て
原
額
の
五
倍
有
余
に
至
り
、
民
國
九
年
の 

總
额
は
實
に
ー
一
一
千
三
西
馮
元
に
達
し
た
り
。
圖
中
の
弧 

線
は
霄
漢
に
莳
入
し
、
海
上
の
通
商
以
來
"

未
だ
有
ら 

ざ
る
の
速
度
な
り
。
其
中
の
一
大
部
分
は
勿
論
數
年
來 

旣
に
論
質
を
訂
約
し
、
禁
令
に
因
b

て
未
だ
出
境
し
得 

ざ
り
し
積
貨
な
れ
ざ
も

、

然
か
も
エ
業
發
達
の
量
亦
之 

に
由
て
其
大
«
を
得
可
く
、
.其
中
紡
績
機
を
以
て
最
多 

ミ
爲
す
な
り
。

第
二
，
蠶
絲
、
第

三

綱

®
、
第
四
陶
磁
器 

(

第
十
五
表
參
看) 

四
十
五
布
中
絲

_
の
輸
出
は
皆
漸
を
、逐
ふ
て
增
加 

し
、
甚
だ
喜
ぶ
可
き
に
似
れ
り
。
然
れ
ど
も
世
界
市
場 

に
於
け
る
賀
易
數
の
增
加

.最
も
速
？̂
に
し
て
支
那
の
絲 

綢
は
世
界
市
場
供
給
の
西
分
數
に
在

6
て
は
反
て
年
 々

h
-
o絲
を
以
て
論
ず
る
に
一

A'
A

O年
ょ
り
一 

八
九

◦
年
に
辛
；る
十
年
間
に
在

b
て
、
支
那
は
世
界

第
六
號 

ー
0
ム

因
り
略
ぼ
跌
ち
，
遂
ひ
に
自
動
锻
M
期
に
入
り
て
漸
く 

昇
れ
り
。
民
國
四
年
歐
洲
戰
爭
の
各
國
が
機
槭
の
出
境
退
步
ぁ 

を
禁
止
し
た
る
の
影
鞞
を
受
け
、
pi
び
跌
ち
，
民
國
七

第

十

八

猞(

八
六
五〕

雜

錄

支

那

工

業

の

現

狀

r
m
'



總
额
の
苒
分
の
四
十
を
佔
め
れ
り
.が
"

:

一
九
一
四
年 

已
に
降
b
.て

西

分

の

モ

ー

豇

ー

九

^
茧
h
.
、

殆

ざ

半

數

を
 

削
減
し
た
り
。
然
る
に
H
本

は

同
，一：
時
沏
に
在
り
て
i
; 

皆

分

の4
-

四
ょ
0
百
分
の
四
四
:-
五

に

至

る：(

科
學
雜 

0

三
卷
ニ 

'期
、
著
衆
作
、る
所
の『

中
國
の
實
業』

參

看)

， 

人
進
み
我
れ
退
く
、
得
失
^
蛟
ら
ぶ
る
に
か
く
の
如
く

::

,四
1十
五
年
來
支
那
の
輸
出
增
加
は
實
は
世
界
のH

商 

業
興
®
の
賜
に
し
て
"
支
那
丁
：商
界
が
努
力
し
て
之
を 

得
た
るV

非
ら
中
’
則
ち
他
日
、
人
愈
々
進
め
ば
支
那 

仍
輸
出
额
亦
必
ず
や
日
に
減
す
る
の
勢
あ
ら
ん
。
食
人

睡
佘
，
且
つ
坐
し
て
之
れ
を
待
つ
"誠
に
恥
ず
可
し
矣
。 

陶
磁
器
の
輸
出
增
加
は
多
か
ら
ず
、
た

〉

民
_

七
年
ょ 

b
九
年
に
至
る 
一
二
年
間
.は
驟
か
に
增
し
て
殆
ざ
原
额
の 

二
倍
余V」

な
れ
り
。
當
さ
に
亦
戰
後
商
業
恢
復
し
、
需 

耍
驟
か
に
增
し
た
る
の
致
せ
ー
所
也
。
飜
て
每
年
輸
入 

す
る
所
の
陶
磁
器
增
加
の
速
度
は
、
亦
»
く
可
き
も
の 

に
し
て
、

民
國
六
年
の
輸
出
入
は
幾
皮
相
等
し
き
も
輸 

入
は
大
低
2
:本
磁
な
ら
。
窯
エ
"精
を
泶
め
中
し
て
、
國 

人
の
嗜
好
は
日
.に
.
_
化
に
趨
乂
是
亦
工
業
界
の
當
さ 

に
注
意
す
可
き
も
の
れ
卩
。
以
上
:£
種
の
輸
出
入
統
計 

は
皆
比
被
圖
を
附
し
;2
6(

第
三
、
四
へ
五
圖
參
看
.
，'-
'

「
(

第

十

五.

表
)
.：：：：

重

要H

業
品
の
對
外
貿
易
消
長

“西

0
 

一
 <

七
六 

一
八
七
七 

1

八
七
八 

一
A
七
九

蠶
’

絲 

三
二
、六
策
三
へ
九
0
0 

1

A、.
'--
*
三
四
、三
七 
ニ 

;ニ
◦
、
三
七
六
、
ニ
三
セ 

二
三
、
八
七11、

ニ
三
七 

ニ
四
、
„
七
五
、七
五
六

綢

緞

輸

m
.. 

四
、
13£
八
、四
.三
八
，
 

四
、六
-:
〇
、
ニ
九
六 

四
、
七
四
九
、九
.六
七
，
 

四
、七
四
九
，九
四
31
: 

五
：
六

五

五

'
四
八

 

<
1

綢
锻
輸

入
.

一
、七
六
四
：

四
、七
ん
七 

六
、七
七
七 

六
、
1
八
七

五
、
三
七
ニ

陶

磁

器

：輸
出 

四
七
：一

、
四
近
一

R9
Q

5
 1

一

五
八
四
：
H
O
I
 

四
九 

一
ノ
ハ
八
三
.
 

宄
四
八
、
七
〇
六

磁

器

輸
入

餌
十
八
猞
;

(

八
パ
七
V

錄

支
那H

槳
の
现
狀
I:
就
て

笫
六
號

1
C
H
:

第 二 圖  

最近三十四年間に於ける機械輸入 

( 西捣海關兩を單位 € す）

，やi

第

十

八

怨(

八
六
六)

雜

錄
支
那
工
業
の
現
狀
に
就
て

第4

ハ
號

1
〇
11



i  

ノ
ー
ノ 

一
 

一
八
八
二

八
八
三

八
八
四

八
八
五

八
八
六 

A
八
七

八
八
八

八
八
九 

八
九
〇

a
:
-

八
九
三

八
九
四 

八
九
iL

八
九
六

八
九
七

八
九
八

八
九
九 

九
〇
〇 

九
0
ー
 

九
〇
ニ 

.九
〇
三

馆
十
べ
想

C
A六
八〕

雜

錄

ニ
. ニ
、
〇
ー
七
、
〇
0
六 

1
:八
八

九

<
，
5

〇 

;

一 

九

、
こ

开

八

，
四

六

九
 

;
ー
八
"
1ニ
0
31
、
八
ニ
ニ
：

:

1
:五

、
1
1〇

一

"

九

四

六
 

;;
'
:ニ
：1
、

八

三

~

、

五

三

〇
 

ニ

四

、

六

〇

七

、

五

二

八
：

' 

-
三

、
七

六
at
、

四

六

七

ゝ
 

二
八
、六
四1

1
、

四

フ

八

， 

■ニ

四

、
四

九
1
:、
三

，
七
0
'
:
.

_ ニ

九

、
八
；
八

四

，
，
三
：
七

31
.

ニ

九

'
三

二

六

、

T

-f
f
.
五 

V

三

三

、
六

C
1

、
H

九

：h

 

三

九

'
七

3
三

、
八

七

：：

1

. 

一li  t
、

六

七

丨
一
、
五

四

〇
 

四

四

、
四

六

〇

、
九

九

0 

:
,四
：丑

>

£

:

:

£
、
八

- ;
八

:- 

七

一
: 、

五

八

二

、

.八
四

'九
 

三

九

、
七

三

二

、
〇

三
一 

k

u

'

G
 
ニ 
七

、
ニ

八
 
ニ

交
那H

樂
の
现
狀
に
就
て

四
、
八

五

,1

九
四

.三

.九
：
三

八

.
三

ニ
 

四
、六
七
九
、四
ニ
七 

四
、八
七
六
、丑
！
九 

四
•七
.四
五
"七
ニ
九

七
、0

0ニ
、三
！
三

七
、〇
八
二
、六
八
六 

:
八
、四
一
四
、
八
三
一 

;
七
、七
五
九
"
21
四
九 

2L
、七
六
四
，K
三
五 

七
、〇
一
七
，六
五
一

七
、九
五
i

d
一
七

八
、七
八
八
’〇
e
〇 

■
九
、C
四
〇
、
ニ
九i

,„
'

1
、九
六
三
、
ニ
三i:

1
G
、

四

.七

、

七

九

五

 

一

◦

、

七

八
九

，
六

七

し
 

1

〇

、

六

九i

、1

0

1 

1

o

.
al
ニ 
六 

i

-
;-
-*

.
九
、七 

一
-、
八
：三
八

ュ
0
*八
八
八
、
量

八

：

5

四

八
、〇
1
0 

六 
>七
ニ
五 

玉
、
ニ
八
七 

五
’五
五
四 

六
、四
七
四 

六
、六
〇
玉

i

I

六
A
、九

品

、
一
四
〇

:■
'
;
!〇、
ニ
五
八
，〇
六
七 

五
丸
、三
三
四
、七
31
:
八

1

四
、九
五
！1 、

九
四
九

ニ
0
七
、六
九
六 

二

三

三

‘
七

一

〇 

二
八
〇

"
八

四

八 

三
ニ
セ
、
ニ
ニ
四 

四
六
一
、
九
七
七 

六
五
七
、
三
六
四 

七
五
？
、
八
六
〇 

四1

四
'1
四
九
：
 

<
四
五
、八
三
玉

五
八
四
、3£
〇1 

七C

六
、1

四
九 

五
三
八
、四
六
〇 

四 

MIL
q
、
A
5L
H 

四
八
六
、〇
七
ニ 

四
八
九
"玉1

三 

1

、四
〇
四
、六
三
八 

! 

d
九
〇
、〇
ニ
ニ 

一
、c
九
九
、九
九
八 

五
九
二
、四
九
八 

I

、1

七
三
，七
三一 

一
、四
三
ニ
、七
六
六 

ス
五
七
ニ
八
七
四 

1

、六
ニ
六
、一

四
九 

一、九
八
三
、沢
四
三 

ニ
、0
一
九
、五
六
四 

r

七
三
五
、
一
三
ニ

I

、九

彥

' 
-
九
ニ

ニ
、
ニ
三i

r

五
二
七 

一
，
九

九

九

‘
四
七
一 

ニ

、
〇

九3、
八

四

六 

ニ
、
ニ

九

四

"
七
七
ニ 

ニ

，>>
九

六

"
七

〇

三

四
六
、八
九
四

六

五

•
五

三

四 

1

.1
1
一
、
五
at
四 

1

三
ニ
、1

七
四 

i

八
四
.

O

Hナ 

!
〇
五
、八
九
二

六
！
、
！
 

二
八

1

五
五
、
三
四
九 

三
0
五
.
.
九

六

八

：
.

:
1九
〇
四
■

六
五
-六
ス
七
、
三
0
ニ 

一

九

〇

芄

艽

九

!*
六1_gi、

一
〇
ニ 

1

九
0
六

:
六
0
、四
三
六
、0
六
一
 

一
九C

七

七

沉

ノ

.〇

ニ

、
九-*
»
五 

1

九
1)
八

.
六

八

、
三
7
1
1
四
^
1四

七

：
ノ 

i

九
0
九
:

七
-;
、
：

「

5]
:
:̂|
ゝ
ロ
ー
六
四「

―•
.
九
.1

,〇

八
0
、
三
：.ニ
.六
、
六
<
八

：
 

1.

九

M

七
四

¥
{
:
:
九
、
六

/\
四 

1

九

ニi

七
六
、
5»
.四
1
!、
山
ハ
四
〇
.
 

1

九

一

三

/\
ニ
-
13/
.六
"
ニ
八
ニ 

一

九

一

四

六

.二

、
九

：
一

：

九

ご

一

四

六
 

1

九

一

也

:
七
四
、
四
0
六
、
叫
七
六 

1

九

一

六

；

■
九 

G
、
〇
四
ニ 

y

v

?

-

 

1

九

一

七

'
八
六
、
{
:八
八
>

5
〇

'
 

一
九i

八

八

七

/
:ハ
四
三
、
五

六一 

セ
九T

九
：
 

' 

1

1
三

、
九

丑

七

、
ー
九
：
：
八

「

 

〕

九
ニ

0

卜
’六
、
九
九
八
、
三
六
〇 

.
備

考

(

水
表
は
巾
國
溜
戰
失
敗
史
及
ぴ

一
一
一
、
五

六

八

' 
一

5
 

i
〇
、
七
七
九

•七
三I 

i 

,

1
〇
、
八

五

九

四

,-
四

一
 

」

三
、
八

八

1
、
0
七

九

1 

1
四
、
71
八
〇
、〇

~
七

一
 

一
八
、
八
六
六
、
九

0
七

一
 

*

九

o
七
ご
、
r*
四
o
.

:
i八
、
1丄
ハ
五
、九
四
八
，j 

ニ 

七
、0 
ニ
ニ
、〇
o

l1 

ニ「

、七
.八I

、

五
三
ニ1 

:
1
七'

C

七
一
、八
三
四
ニ 

ニ
ニ
、
三
々
三
、
ニ
四
三1 

ニ
〇
、九
七
.?
1
、
1
1.八
八
ニ 

,
i七
、九
八
七
、四
四
五
ニ 

ニ
〇

、
五

〇
！一、

六

四1

ニ 

ニ
六
、

Y

九
四
、六
三
六
ニ 

ニ
八
、
ー
三
八
、
71
:
四
四
ニ 

一
九r

九
雄
一
九
：
5

I

九
九
一
、五
四
ニ 

、〇
〇
九
、〇
ニ
八 

、六
九
三
，八
九
八 

、九
〇
一
、四
瓦
一 

、
ニ
七
o
、九
一
七 

ニ
五
八
、
五
九
八 

、七
六
四
"
ニ
五
0 

、六
九
七
、一

八
四 

、
ニ
七
0
、
三
0
九 

、七
四
ニ
"四一

八 

、
五
ニ
〇
、八
四
一

ニ
、〇
五
九
、九
九
二 

ニ
’〇
瓦
五
、九
四
ニ 

1
、

九
1
八
、九
0
六 

1

、九
八
三
ゝ
苽
六
三
. 

ニ
、0

0ニ
、九
七
八 

ニ
、
；三
七
、九
九
3 

ニ
、三
六j

、
一
七

ニ 

ニ
、三
六
四
‘
九11

七 

ニ
、
三1

1

、
七
ニ
ふ
ハ

ニ
、31
〇

四

、
五

三

八 

ニ

H
BI
九

、
ニ
 

一
 

九

,
:ハ书
ニ
、〇
六
五
ニ
"九
九
五
，〇
ニ
血

ニ 九 七 觅 o
四 六 ニ ニ  ニ
O 九 3£ 三 一  

> » 、 》 、

四 ニ 〇 三 三
七 ニ 〇 六 〇
二 八 五 〇 八

一
、七
八
七
、
三
九
九 

I

、五1

三
、四I

三 

ニ
、五
八
盅
"九
四
1 

五
*
0
八
三
、51
〇
3£ 

六
、〇
九
六
、九!

七

ニ
九
八
>五
1
1画 

五
三
六
、
八
九
八 

五
六
四
'
1五
七 

丑
三
三
、五
四
三 

三
九
九
、〇
五
一 

四
六
八
、九
三
八 

六
八
六
"五
四
六 

七
七
ニ
、〇 

一
二 

八

1
51
:
、七
七1 

\
ニ
一 

〇
、
八
三
三 

1

、つ
四
ニ
、
八K

七 

七
七
九
、71
:九
| 

九
六
七
、五」

五 

1

、三
r
八
、〇
三
七 

一
、
ニ
五
八
、九
〇
3£

1

、
ニ
九I

、

七
四
八 

九
六
五
"四
ニ
四

¥

k

i
リ
摘
錄
し
た
9

四

、

支
那
工
業Q

_
5
a

ど
前
途
，
:

:

|

は
國
人
猶
ほ
夢
中
に
在
ぅ
た
れ
ば
、置
い
て
論
せ
ず
、官 

:

:
.過

去

，
五

十

年

間

、

支

那

の

H

寒

は

無

進

步

な

り

ビ

謂

督

商
*

ょ

6
政

府

獎

»

の

三
時
期
の
若

き

は

、

官

の

上
 

ふ
可
ら
ざ
る
も

"
其
行
や
迂
緩
な
り
。
旅
用
エ
業
時
代
ー
に
倡
す
る
も
社
龠
退
縮
し
て
前
ま
ず
、
故
に
其
効
按
だ

:
第

十

八

卷「

八
.
.
.
九)

,

m

、；；

錄
；

交
那
エ
_

现
狀
に
就
て 

第
六
罅 

一
o
其



0

0
 

安

那

工

業

の

現

做

Li

就
て 

顧

六
®

I 

3七

を

''
'
ろ
ゆ 

n
v
r 

t

J

l

#
十

八

盤X

八

七一
)

_

斡

@ 

0 

‘
 

@ +

W

初

涵

0

S 
鶴

®

ff
i

A
 

.

(

rn
i
a
磷
纖
题
呛 
0
lr\
«
®
r̂
4)

的
十
八
卷

(

八
七
c)

fB
_

錄

古

抓
！-

樂の現狀に就て

第
六
猇

セ :

:
S
M
.

か
rj
e

t
 f
 

u

'•
:(

. ^
?
^-
.

^
今

>

- f
fy
s



.抓.千
八
.卷

(

八
七1 .

)

雜

錄
女
抓
丁
_
め
观
狀
に
就

<

»

W 

麗 

@

4
 

W 拼
襁 

a 
0
J
t
0

^

s

B
 

(

助
«
猜
義
劄

^
樾
碎

(%
4)

站 .猫 .W h . ? . : : てこ

微
な
か

り
き
。
自
動
發
展
期
に

.至
，り
七
.社
會
覺
悟
ぁ
る 

に
似
f?
- 

&し
も
、
官
班
軍
人
又
從

て
之
を
撓
め
、之
を
抑 

え
、
A
効
猶
ほ
大
な

ら
ざ
る
な

6

淸
未

は
{
h
、
¥
 

>

し 

:
V

 K
、

不
肖
民
國
は
民
賢
に
し
て
営
不
常
、
支

那

の

政

府
' 

名
.國
民
ビ
は
工
業
に
對
し
て
遂
ひ
に
一
日
も
通
力
合
作 

し
た
る
こ
ど
な
ぐ
.、
五
十
年
の
光
陰
は
摩
々
に

し

f
過 

ぎ
た
り
矣
。
此「

時

期

に

在

$

で

日

本

は

島

國

ょ

り

肚

界

一
等
の
富
：强
地
位
S

登
し
、
支
那
は
.輸
出
額
尙
ほ
i

\

入
，额
ビ
相
低
す
る
能
4
す
、
亦
大
に
憐
む
可
し
。
五
年
、

一
歐
补
戰
爭
に

際
し
、
天
は
支
邠
に
與

ふ
る
に
自
ら
新
に

す
る
の
機
を
以
て
し
た

る
に
、

又
政
爭
自
擾
し
て
虛
し

V
V度
なg

今
試
み
に
支
那
エ
業

ビ
日
米
工
業

ど
を
筒

I」
-
H

較
せ
ん
か
、
支
_那
ェ
業
：0
處
す
る
ビ
こ
ろ
を
知 

る
に
足
ら
ん
6

面

::
' 
''積 

X
揚
或
製
造

^
败
：
 

峨
：

H

 

製
品
總
：
似
額
，

調 

皆•

m

:
;■
日
'

.一：
木
：

■

五
•し
、0
七
0
、九
.ゴ
六

,:

:

'

uニ

ニ̂
〇
、九
六
六 

::
,山

.1
、
ー|
八
〇
、九
六
：四 

1

，
八
六
七
、o

o

o、o

o〇
_

1

1

九I

七
年

戈

那

 

四
3
九
政
ニ
五
^
0〇
〇 

四
.
ニ
七
八
、.
=
|
五
一1 

ニ
、
三
九
，四
、三
三
七 

1
0
、

七
五
九
•九
七J 

.二
〇
〇
"四
1
1
1
〇
、0

21

元 

T

九
！五
年

米

國

ー0
五
、
ニ
五
.
1

〗

、三
〇
〇 

ニ
、九
七
〇
• i 

3八 

ニ
七
五
、七
九
--
• 

1
0、六
五
八
、八
八
1 

四
»
.四
六
、西
弋
五
，〇
0

0弗 

i

九1

五
午

.

.

.

.

.

.

 

:

:
:■: .

ノ

： 

-
ソ 

一  

ー
九
ヤ
£
垆

J

K

f̂-
I
a
^
^

に
四

面̂ r 
せ 

i

i

l

l

l

v

f 

I
 

^

u

u
 

H

 

較
ら
i
る

に

約

四

ど

數

に

'就
て
言
ふ
に
、
支
那
は
日
本
に
九

倍
し
、
米
？
 

の
ム
ヽ
:^
0

も

し

て

製

品

I

は

愤
に
日
本
の
苗
分

\

は
相
等
し
き
も
、
而
か
も
生
產

0

懸
殊
か
く
の
如
く
电 

の
六
ぅ
k

l

s
の
S

及
ぶ
の
み
、
工

業

の

發

達

れ

遠

く

S
人
力
I

湯

又

f

可

し

。
其
I

し
て
安

 ̂

笫 

I

 

一
 

0丸

.



0
X
0 

(

八七四

〕

雜
錄

.

龙
那
工
業
の
視
讹•」

就
て 

第

六

鱗

ニ

〇

ず
こ
に
か
在
る
。
日
く
支
那
の
：工
業
は
資
本
太
だ
少 

く
、
組
織
太
だ
幼
雅
な
れ
ば
な

b
。
試
み
に
製
造
單
位 

の
數
に
就
て
比
較
す
る
に
、
支
那
の
軍
位
は
平
均
六
人 

に

過

ぎ

す;"
則

ち

支

那

は

尙

ほ

家

內

工

業

時

代

に

在

る
 

を
知
る
な

^N 。

機
械
は
僅
に
少
數
の
新
式
工
場
が
^
す 

る
の
み
に
し
て
、
大
規
模
の
組
織
も
職
.エ
を
用
ゆ
る一 

萬
人
以
上
の
も
の
は
竟
ひ
に
聞
く
無
し
。
一
、
ニ
人
の
五 

官
心
忍
ノ
數
十
エ
人
の
手
延

e
體
ヵ

V」
：

を
恃
み
て
、
朿 

西
の
科
學
的
鈕
織
ど
數
千
：馬
ヵ

0
機
械

6
^
相
競
爭
す 

る
も
、
烏
く
ん
ぞ

#
で
敗
れ
ざ
ら

^
や
。
故
に
支
那
の 

エ
業
木
進
步
の
原
因
に
三
ぁ
ち
。
：
-:
1)

資
本
少
な
き
こ
へ 

ど(

ニ)

組
織
小
な
る

'
^(

三)

管
理
法
を
得
ざ
る
Z
ど 

是
れ
な

^
。
論
者
成
は
罪
を
支
那
人
の
自
大
恐
想
及
保

- 

守
主
義
に
歸
す
れ
ざ 
も
、〉

確
論
に
非
す

。
：
. 
吾
雜
を
以
て
べ 

看
れ
ば
、
今
日
の
思
想
に
し
て
最
も
支
撕
實
業
の
障
礙 

を
爲
す
に
足
る
も

§
は
"投
機
心
に
過
ぎ
た
る
は
莫
し
。
 

何
人
れ
る
に
論
な
く
、
何
業
た
.る
に
論
な
く
、
苟
く

も

其
人
に
し
て
日
日
業
外
の
名
に
沾
ひ

、

業
外
の
M

$
 

ら

ば

、
：
其

業

や

必

中

敗

れ

ん

'°
而
ー
し
て
況
ん
や
實
事
求 

是

の

エ

業

を

や

。

然

り

而

し

：て

今

の

軍

人

政

客

"

失

勢 

す
れ
ば
エ
場
を
企
劃
し
て
：日
ふ
、
@
れ
將
に
實
業
を
以 

て
國
を
救
は
ん

€
。
旣
に

H

場
を
企
劃
す
れ
ば
、
朝 

開
會
し
、
暮
投
機
し
、
而
し
て
明
日
は
.文
官V

J

な
^

 ̂

工
場
は
遂
ひ
に
傳
舍
S
な
る
な
&
。
工
場
を
本
業VJ

す 

る
者
も
、
，
宜
し
く
一 

業
に
翦
心
す
可
き
に
、
外
國
替
爲 

«
取
式
所V

J

ょ
り
分
外
の
財
を
‘所
得
せ
ん
乙
も
を
思 

ひ
、
エ
場
未
だ
虧
た
中
し
て
遂
に
投
機
に
*
り
て
倒
閉 

す

。
故
化
吾
輩
は
敢
て
日
ふ
、
自
大
思
想
ど
保
守
主
義 

は
決
し
て
支
那
エ
：業
の
患
ミ
爲
す
に
足
ら
ず
、

本
の 

缺
乏
"
組
織
#

理
の
不
良
も
亦
補
救
の
法
め
\

た 

<
投
機
心
は
»
ち
奈
何
S
も
す
可
ら
ず
^
。
資
本
少
き 

も
、
苟
し
く
も
事
^
任

す

る

に

人

，を

得

-

信

用

昭

著

な 

れ
ば
、
資
本
自
ら
之̂

趨
く
こ
ど
歸
ず
る
が
如
し
。
.組 

織
ミ
管
a
の

.

寧
識
は

.

.

虚
心
之
を
：求
む
れ

ば

亦
得
ふ
に
雛

か
ら
中
飞
^
乂
エ
揚
を
業
ど
す
る
者
、
分
に
安
じ
心
を 

W
に
し

、H

業
を
以
て
終
身
の
事
業

t
爲
さ
ば
、.土

業 

:必
t
4>
興
®

の
一
日
あ
ら
ん
。
孔
子
言
ふ
あ

b
、『

人
而 

無
恒
。
不
可
以
作

巫
醫』

ミ
。
：
雨

膨

亦

日

ふ

，
；

『

久

し

ぐ_ 

轉
す
る
石
は
苔
を
聚
む
能
は
す

』

ど
。
未
だ
诎
か

ず

、 

i
ss£
た
る

:0
-#
尼
甚(

ベ
ン

ニ
ッ

チ
？

〕

あ
る
を

;0
亦
聞 

か
す
"

工
場
を

開
辦
す
る
ゥ
ィ
ル
ン
ン
を
。
一

1

十
世
紀

は

久

材

專

門

の

窝f

.'
°

願

く

呈

業

管

素

に
 

W
心
し
，
取
政
界
の
偉
人
は
己
が
職
を
動
修
し
、
X
業 

界
の
乾
淨
土
を
：汚
さ
ざ
ら
ん
こ
ミ
を
。
然
る
後
乃
ちH

 

. 

業
を
振
典
す
る
0-
道
を
言
ふ
可
き
な
：̂
。

X
業
を
振
興 

す

る

の

路

亦

至

，つ

て

简

な

b
。(

1
.
)

政
府
は
工
業
^
合 

作
じ
、
凡
そ
エ
業
を
妨
礙
す
る
^

免
制
度
は
皆
革
除
'̂; 

可
き
こ
ど
:0
0
ご
エ
業
齟
織
を
大
に
ぜ
可
き
こ
ど
。
則 

ち
資
本
ヒ
A
材
の
M

'w
を
#
胃
く
、
多
量
製
造
0
益
を 

得
可
し
。
ニ
ニ)

機
械
を
製
造
す
る
工
場
を
多
く
設
く
る 

こ
、
ど

。
機

械

は

工

業

最

耍

の

資

本

に

し

て

"
孫

逸

仙

も

亦

笫

十

八

卷(

八
七
五)

雑

錄

交
那
工
業
の
現
狀
ド

■
機
械
借
欵
の
議
を
%*
,
た
b
。
然
か
も
支
那
は
石
炭
鐵 

!
を
有
す
。
人
の
供
給
に
仰
が
ん
ょ
り
は
退
い
て
自
ム
造 

.
:る
^
如
か
す
。
僅
に

*
本
.の
機
械
：を
購
へ
ば
、
即
ら
能 

く
源
々
と
し
て
各
業
0
需
要
に
供
給
す
る
こ
€
を
得
る 

\ 

f

，
今
や
關
稅
修
JE
の

，
機

會

ぁ
A
、各
國
は
支
那
の
通 

'
商
上
の
待
遇
'に
對
し
、

將

に

漸

C

平
等
に
趨
か
ん
皮 

パ
，
す

、

此

れE
に
吾
人
が
外
國
.貿
易
ね
發
展
す
る
の
日
に 

|

し
て
、
エ
業
の
革
新
は
更
ら
^
緩
を
容
れ
ざ
ゐ
な
り

0 

‘

I

 

y

自
動
發
展
時
期
の
後*

:

若
し
之
に
繼
ぐ
に
全
國
，

i

致
を 

一
以
て
せ
ば

"

吾
輩
は
知
る

"

支
那
エ
業
史
±
の
黄
金
時 

I

 

.

代
は
立
致
ず
るk

:

難
か
ら
ざ
る
を(

s

^

l

l

^
l i

^

\

し
た
れ
ど
も
今
は〉

哲
略
U
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し?:
”
、
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